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１．はじめに

　本研究の目的は，企業の持続可能な発展に

好影響を及ぼすスポーツ投資の一つの考え方

を提示することにある．具体的には，企業ス

ポーツやそこで活躍したトップアスリートの

価値の再検討を通じ，組織と成員，もしくは

成員間の共感やステイクホルダーとの関係性

を創出する装置としてのスポーツの価値を明

らかにするとともに，スポーツが内包する倫

理性や道徳性，あるいは公共性といった情的

価値やトップアスリートが有する発信力，さ

らにはCSRの本質との同一性にも着目した実

現モデル化について，実証性にも考慮して論

じる．これらスポーツ評価の企業における再

構築は，21世紀におけるスポーツ政策と企業

政策への新たなフレームワークの提示となろ

う．たとえば，地域社会の課題の解決に，企

業が社員アスリートの活躍の場を創造するこ

とで企業のマーケット拡大および，地域社会

でのプレゼンス向上とスポーツ界への貢献が

同時に実現できるという仮説の検証と，方法

論の確立を試みるなどである．

　そのために，まず，企業スポーツのアスリ

ートの価値について筆者自身の経験や文献か

ら明確にする．次に，彼らが企業の従業員と

して競技引退後も自らの経験知やブランド力

を活かして，地域の発展に寄与し，さらには

企業のプレゼンスの向上にも寄与することの

実証研究を行う．

　トップアスリートとしての発信力やアスリ

ートがスポーツ経験で得た経験知が，その企

業のビジネス資源になり得るのであれば，人

材の獲得や育成に課題を持つ企業にとって

は，スポーツ投資と企業本来の事業との相乗

効果が期待できよう．そして企業の積極的な

アスリート採用が進めば，トップアスリート

のセカンドキャリア問題の解決にもつながる

可能性があり，JOCなどのスポーツ団体の活

動にも貢献できよう．

２．アスリートの経験知研究

　まず，「スポーツ価値」の明確化の第一歩と

して，トップアスリートの経験知がビジネス

スキルに変容するプロセスを検討する．

　たとえば下図のような，ストックの情報で
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図1　アスリートが経験する情報リテラシー
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あるデータと，今目の前で生起している情報

を組み合わせて最善の方法を選択する意思決

定を行う能力や，知識創造理論（SECIモデ

ル）（野中，竹内　1996）などは練習や試合で

日常的に繰り返していることなどから，その

スキルを身につけたスポーツ選手がビジネス

ナレッジを身につければ，社業でも活躍する

ことは容易に理解できよう．

　このように「情報を統合し，意思決定につ

なげるスキル」を身につけたアスリートが企

業で活躍する事例は多いi．トップアスリー

トのスキルは企業の発展のみならず，地域社

会の発展に寄与するなど，「スポーツは企業

の社会戦略の資源になり得る」可能性がある

と言えよう．

３． 企業におけるスポーツ投資の意義
と企業の社会的責任

　1990年代のバブル経済崩壊をトリガーとす

る，企業の非倫理的行動の噴出は，年功序

列，終身雇用，企業内組合などを基軸とする

日本的経営の限界と言われるが，その原因

は，従業員の家族的繋がりを重視するゲマイ

ンシャフト的な経営手法に欧米の投資家から

疑義を投げかけられ，経営者が自信を失って

しまった結果と考えられる．グローバリゼー

ションによる，株主価値を追い求める等の経

済性への過度な傾斜が，企業スポーツの衰退

を生み，同時に企業の社会性を忘れ去らせて

非倫理的行動に走らしたのではないかとも考

えられる．

　その反省からCSR（企業の社会的責任論）

という考え方が流行するのだが，コンプライ

アンスを重視しすぎるあまり，従業員の自由

な発想が閉ざされてしまい，元気をなくす企

業が増えてしまう．しかし，予てからスポー

ツの社会的価値に気づき，企業スポーツチー

ムを有するなど，力を入れていた企業は，ス

ポーツをCSRの軸に据え，地域支援に知恵を

しぼるようになる．これは，スポーツが有す

る公共性と諸機能が有効に作用した結果では

ないかと推論できる．

４． トップアスリートが行うまちづくり
─都市計画部局との連携・実証研究

（１）アスリートのセカンドキャリアの場

　これまでのトップアスリートの社会貢献活

動は，スポーツイベントへの参画など，一時

的な関わりだけになるのが通例であった．企

業としても寄付的な活動ではサスティナブル

なモデルとなり得ない．そこで，筆者をはじ

め大阪ガスの従業員数人で，北京オリンピッ

ク銅メダリストの朝原宣治氏を中心にインフ

ォーマルなプロジェクトを立ち上げ，継続的

に地域社会に刺さりこむ形を模索した．その

結果，生まれたのが，子どもから高齢者まで，

一生成長しようとする人たちを応援しようと

いう，陸上競技クラブ「NOBY�TRACK&�

FIELD�CLUB」である．

　NOBYは2010年，大阪ガスの福利厚生施設

に設立され，約100名の会員を集めて活動を

開始する．同時に，朝原のアスリートのネッ

トワークも活用するため，アスリートネット

ワークという団体（のちに，一般社団法人化）

も立ち上げた．これら２つの団体は，トップ

アスリートのセカンドキャリアの場を作るこ

と，また，トップアスリートと子ども達や地

域の人たちとの交流を創出することを目途と

して創設したものである．

　アスリートも，多様な人たちとの交流によ

り，自身の経験知に気づいたり，それを活か

す方法論を考えたりするようになったのであ

る．このように場を創り，アスリートを目指

す人，子どものみならず，それに関わる企業

や大学，自治体が連携する仕組みをつくれ

ば，スポーツの価値を，トップアスリートを

通じて多くの人たちに届けることが可能にな

り，社会に好影響をもたらすことができると

考えた．それを企業が主導すれば，スポーツ

が企業の地域でのプレゼンスの向上につなが

り，マーケットの拡大と，社会貢献を同時に

実現できる経営戦略の一翼を担うことができ

ると考えられる．

　NOBYは順調に成長を続け，大阪ガスのグ
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ラウンドのみならず，光華女子大学や森ノ宮

キューズモールでの展開等2017年現在約500

名の会員を擁している．

（２） 「まちづくり」への参入─ビルの屋上に

陸上トラックを！

　こうして，NOBYはじめ，朝原の活動はす

べて社会課題の解決に向けて，社内でデザイ

ンし直すことになった．

　そこでまず，取り組んだのが，東急不動産

と共同で開発し，森ノ宮キューズモールの屋

上に設置するエアトラックの活用方法である．

　これもアスリートネットワークのメンバー

によるディスカッションから出た多彩なアイ

デアによって誕生した．当初の計画から大き

くコストアップしてしまったが，東急不動産

の役員は，トップアスリートを集めるだけで

も大きなコストがかかるのに，彼らが自分ご

とのようにアイデアを出し，議論を戦わせる

姿に感動し，アスリートネットワークのへ協

賛を申し出るほどになった．まさに，企業と

スポーツが相互にリスペクトしてCSR戦略で

協調する好例と言えよう．

（３）自治体との連携

　次に，大阪府の東部にある，大東市との連

携事例である．

　この事例は，大東市の市長の地元企業の大

阪ガスに対する，「レジリエンス（災害に強

い）まちづくりに着手したいのでアドバイス

をもらえないか」というリクエストからスタ

ートする．この自治体の課題は，河川の氾濫

などの自然災害への備えが必要であることや

少子高齢化の進捗率が大阪府内でも高いこ

と，自然，歴史など観光資源にこれといった

売りはないことにある．しかし，大阪市内か

ら交通の便は良く新しく移り住む人は増えて

はいるなどのポテンシャルはあったが，新住

民と旧住民との交流は乏しいこと，また工業

地帯があるのに，道路行政が遅れていて，常

に渋滞し，歩道も狭いので子どもを連れて歩

きにくい，など，市役所の職員でさえ，「私は

この街に誇りが持てない」というくらいの状

況であった．

　これらの課題を大阪ガスが持つ資源（スポ

ーツや歴史・文化，食）で解決するには，ま

ず大東市の課題と資源を洗い出す必要がある．

　まず，「ウォーキングアバウト」という手法

で市内をくまなく歩き回って良いところや課

題を抽出し，「見える化」した．

　その結果，多くの歴史文化資源や食の資源

が見つかったのである．たとえば，織田信長

の前に畿内を制した三好長慶という武将が飯

盛山に居城を構えていたとか，落語で有名な

野崎観音は隠れキリシタンの拠点だったこと

などである．スポーツ関係では，市内に摂津

倉庫という，横綱白鵬を育てた企業やパラリ

ンピアン向けの義足を製造する川村義肢とい

う企業があったので，相撲やパラリンピック

というコンテンツと，朝原やアスリートネッ

トワークが有するコンテンツ，そして歴史文

化コンテンツや食のコンテンツを統合し，大

東市でしか経験できないもの，結果，世界で

いちばん住みたい，訪れたいまちにしようと

市長を中心に，活動を加速させることにな

る．2010年にさいたま市がスポーツをまちづ

くり政策に反映する「さいたまスポーツ振興

まちづくり条例」を制定している（細田，瀬

田，小泉　2016）が，「住みたいまち」の視点

からスポーツや歴史文化，食を融合させた事

例は少ない．

（４）自治体の総合戦略にビルトイン

　これらの戦略は「大東スタイル」という形

で，市の総合戦略にビルトインされ，本格的

に動きだす．

　この大東スタイルの理念を市民に浸透させ

るために，廃校になった小学校跡地で，大東

スタイルを体感できるイベントであると同時

に市民へのお披露目イベントである，「大東

ピクニック」を開催し，約5,000名の参加者を

集める．

　大阪ガスは企業としては，まちには平時の

健康で魅力的なまちづくり提案をすること

と，有事の際の災害に強いエネルギー防災シ
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ステムを学校や公共施設に入れて，災害が起

こった時，発電・給湯システムを稼働させ，

バーチャルなパワープラントを実現すること

で地域の発展に貢献するというロジックでエ

ネルギー事業を自治体にビルトインできる．

また，もしエネルギー営業に失敗しても，オ

ペレーション＆メンテを関係会社が受注して

おれば，トータルで大阪ガスグループのメリ

ットになる，プロフィットプールが可能にな

る．

　すなわち，社会貢献と事業の両立が可能に

なるのである．

（５）インプリケーション

　このように，社会課題を企業の資源によっ

て解決することが，これからの企業の強みと

なる．

　そのためには図２で示したように，企業や

地域の歴史をひもとき，それぞれのDNAや

発展してきたその本質を解明し，それを現代

的課題の解決にむけて所有する資源を編集し

融合させて，未来を考え，創造することが肝

要である．

　この取り組みは，のちに大東倶楽部という

前出の摂津倉庫という地元企業が母体となる

地域倶楽部に運営を委託され，現在も廃校の

小学校跡で，スポーツ教室，市民が三好長慶

の存在を後の世に伝えるために，朗読劇を上

演するシニア劇団を創設し，運営するという

活動を続けている．今後，地産地消の食材を

振る舞うレストランの計画も進んでおり，健

康・スポーツ，歴史文化，食の融合がここで

しか体験できないコンテンツを創造し続ける

のである．

　今後は，定期的に大東倶楽部の会員や市民

への意識調査を，市や倶楽部と共同で行い，

市民の幸福度の測定や定住人口やインバウン

ドのデータを計測し続けることと同時にコン

テンツのバージョンの向上を大阪ガスやアス

リートネットワークと連携を取りながら実現

していく．それによって，スポーツが今後都

市計画の重要な位置を占めるモデルを創出す

ることで，2020東京オリパラや2021年のワー

ルドマスターズ関西で議論されているレガシ

ーをさらに良いものにしたい．
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図２　未来を考える際には歴史に学ぶ
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